
感染性 
 胃腸炎 

感染性胃腸炎は、ノロウイルスやロタウイルスが

原因の胃腸炎で、数時間前まで元気だったのに、突

然顔色が変わり嘔吐が始まるケースが多く見られま

す。症状が出てから数時間が一番重く、水分を与え

ても吐いてしまいます。吐き気が治まるまで様子を

みて、顔色が戻ってきたら経口補水液などを少量ず

つ与えましょう。 

下痢の症状は、数日前から出る場合もあれば、嘔

吐が始まってから出る場合もあります。嘔吐物や便

から感染するケースが多いので、早めの処理と消毒

が、集団感染の予防につながります。 

吐いた時は… 

子どもは少しの刺激でも吐くことがありま

す。吐いた時は嘔吐物が気道に詰まって窒息

しないよう、子どもの頭と体を横に向けて寝

かせます。 

次に、口の周囲をきれいにし、嘔吐物の内

容を確認します。受診する時に、しっかり伝

えられるようにしましょう。その後、体温を

測り、顔色や呼吸の状態などをチェックしま

す。うがいができる年齢の子どもなら、うが

いをさせ、衣服が汚れていたら取り替えてあ

げましょう。 

 

スキンケア 
湿度が 50％以下になると、皮膚の乾燥

が始まると言われています。加湿器の使用

や洗濯物の部屋干しなどで、室内の湿度調

節を行い、衣類は通気性がよい物を選びま

しょう。 

特に乳児は、冬場だけでなく一年を通し

たスキンケアが欠かせません。医師や薬剤

師に相談して、子どもの肌質や年齢に合っ

た保湿剤を見つけておくのもよいでしょ

う。 

乾燥対策のポイント 

●入浴ポイント 

毎日の入浴で体を清潔に保つことは大切ですが、洗浄力

の強い石けんやボディソープで洗うと、かえって肌を乾燥

させます。洗浄力がゆるやかで刺激の弱い物を少量、よく

泡立ててから使いましょう。肌が乾燥気味の時は、タオル

を使わず、手で優しく洗う程度で十分です。 

また、保湿成分を含む入浴剤を使用するのも効果的です。

かゆみが強い時は、ぬるめの湯温で入浴しましょう。 

 

 

 今年は、12 月 21 日が冬至となります。1 年の中で一番夜が長く、その日にゆず湯に入ったり、かぼちゃを食べた

りすることでかぜを引かなくなると言われています。ゆず湯で身体を温め、かぼちゃで栄養をたくさんつけ、風邪し

らずの健康な身体を目指しましょう。 
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